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THE ROTARY CLUB OF PORT NAGOYA 

Weekly Report    

名 古 屋 み な と 

SERVE TO CHANGE LIVES.  奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために   R.I．会長 シェカール・メータ 
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承 認 1966年 5月 12日 例会日 金曜日 12：30 

例会場 名古屋マリオットアソシアホテル 

事務局 TEL 052-221-7020 FAX 052-221-7023 

 E-Mail office@portnagoya-rc.com  

 URL http//www.portnagoya-rc.com 

会 長 栢森 雅勝   幹 事 岡田 雅 

広報・雑誌・会報委員長 長瀬 廣幸 

 

臨時増刊号３号 

2021 年(令和 3 年)9 月１７日(金)  

 

会長挨拶         会長 栢森 雅勝君 

歴史の転換点 

「ミッドウェー海戦」 

ミッドウェー海戦とは、昨年、 

映画「ミッドウェー」が上映さ 

れました。映画を見た後で、 

「ミッドウェー海戦」を調べ 

てみると、色々と興味深いこ 

とがあったので、今回はそれ 

を取り上げます。 

ミッドウェー海戦とは、日本と米国が争った太平洋戦 

争(1941 年 12 月～1945 年 8 月)の海戦のひとつで、 

開戦時の真珠湾攻撃以降、優勢であった日本軍が米軍 

に大敗した戦い。 

それは、色々な意味で歴史の転換点であった。 

ミッドウェー海戦は 歴史的な転換点 

①日米優劣の転換点 

②情報戦の転換点 

③艦隊戦の転換点 

 

ミッドウェー海戦に対する日米の背景 

米国は伝統的に「孤立主義」を取り、ヨーロッパ諸国 

への不介入のと、その干渉を認めないという外交姿勢 

であった。。１８２３年のモンロー大統領が掲げた 

「モンロー教書」によって明確にされたのでモンロー 

主義とも言われる。しかし結果的に米国は第 1 次世界 

大戦でヨーロッパに参戦する。その後、再び「孤立主 

義」の流れになり１９３５年に中立法を制定し、戦争 

への介入を避けていた。しかし、ヨーロッパでのドイ 

ツの拡大を懸念していた米国は、日本から直接攻撃を 

受けたことをきっかけに、国を挙げての戦争体制へと 

一気に移行した。 

日本は、明治維新から「富国強兵」そして近代工業化 

社会を目指した。しかし社会の発展には国内市場だけ 

では限界があり、そこから「帝国主義」へと傾倒して 

いく。日本を取り巻く諸外国との覇権争いの中で「軍 

事力」によって状況を変える「戦争」へ突入してい 

く。 

１９４１年１２月の真珠湾攻撃によって始まった日米 

間の太平洋戦争だが、ミッドウェー海戦に対する日米 

の戦略目的は、 

 米軍 ：日本軍にダメージを与える 

 日本軍：米国に有利に交渉するため（米軍にダメー 

ジを与える／将来の米国本土攻撃の拠点づくり） 

戦略目的が明確な米国に対し、日本は艦隊戦とミッド 

ウェー島攻略の２つの目的を持っていた。 

 

① 日米優劣の転換点 

端的に言うと、劣勢にあった米軍が優勢の日本軍に勝 

った逆転劇。 

日本軍は主力空母を失って、以後米軍に押される状況 

に変わった。 

 

ミッドウェー海戦に参戦した艦船数： 

・日本軍 空母 6 隻、戦艦 11 隻、重巡 10 隻  

を含む総艦船数 300 隻 

・米軍  空母 3 隻(うち修理中 1 隻)、重巡 7 隻＋ミ 

ッドウェー島航空部隊 

 

② 情報戦の転換点(情報戦の重要性) 

映画や小説ではすぐに戦闘が始まっているよう思える 

が、どこでいつ戦うかという駆け引きから戦闘は始ま 

っている。特に日本と米国の間には広大な太平洋があ 

り、いくらレーダーが発達しても、相手を見つけるこ 

とは不可能。 

だから相手と戦闘を行うためには、相手の目指してい 

る目的地を事前に知り準備するか、相手の拠点を攻撃 

mailto:office@portnagoya-rc.com
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して救援に現れる艦隊を相手よりも早く見つける（※ 

逆に自軍の位置を先に知られれば先制攻撃を受けるこ 

とになる）など、相手を動かし、先制する必要が出て 

くる。 

 

②情報戦の転換点(暗号解読の発達) 

そのために日本軍は拠点利用の可能性のある米軍ミッ 

ドウェー基地を目標とし、米軍は日本軍の情報を収集 

して日本軍の目的地を知ろうとしていた。 

※日本海軍の暗号は戦争初期の昭和 17 年に米国に解 

読されていた 

 

 史実において日本軍が執拗にミッドウェー島の基地 

攻撃にこだわったのは、米軍が日本軍に備えて艦隊を 

準備していたことを知らなかったのも理由にあると考 

えられます。 

③艦隊戦の転換点(空母登場) 

開戦時の真珠湾攻撃で空母＆艦載機の時代になったと 

言われていますが、空母の役割はあくまでも艦載機を 

運ぶ言わば移動する飛行場のようなものです。だから 

後の空母の運用は、空母を中心に護衛艦や補給艦を伴 

う部隊としています。 

 

ところが真珠湾攻撃で主要な戦艦を失い空母を中心に 

した米国艦隊と先陣の日本の第一機動部隊の空母 4 隻 

が直接に戦闘することになった。だから、このミッド 

ウェー海戦と直前の珊瑚海海戦では、歴史上後にも先 

にもない空母同士の直接の戦闘が発生しました。 

※物量と補給 

日本は米国の物量に負けたと言われているが、米軍が 

戦略的に補給線を破壊していたことはあまり知られて 

いない。確かに米国が国の総力を挙げて戦争体制を築 

き、のちには週に 1 隻の戦闘艦が完成するほどの工業 

力を発揮したという事実があるが、補給体制について 

日本には戦略がなかったこともある。 

 

 当時ヨーロッパでは、ドイツが英国を弱体化するた 

めに、商船を中心にＵボートで英国への輸送の破壊を 

行っていた。米国はそれを知っていて、日本との戦い 

において潜水艦を補給網の破壊に有効に運用してい 

た。 

 だから注目されることは少ないが、日米の潜水艦に 

より撃沈された艦船数は、米国の被害が艦艇 24 隻、 

輸送船 165 隻であるのに対し、日本では艦艇 214 

隻、輸送船 1178 隻と 10 倍近い。 

 

ミッドウェー海戦でよく言われる誤解 

・米国の物量に日本は負けた 

 前半は日本が優位であった。しかし補給・物流シス 

テムを戦略を持って破壊されたことも原因である。 

・レーダー技術に負けた 

 太平洋はあまりに広大で戦闘に至る以前の戦略が物 

事を大きく左右していた 

・ミッドウェー海戦は、武装変更の判断ミスが勝敗を 

左右した 

 

 米国側が日本軍の目的や動きを知っていた一方で、 

日本側は米軍の動きが分かっていなかった。その持っ 

ている情報の違いとふたつの戦略目的が判断ミスの背 

景にあった。 

・空母時代の艦隊戦 

 大艦巨砲主義から空母時代になったと言われている 

が、空母同士が直接戦闘することは後の時代にもな 

い。その時の状況が招いた特殊な艦隊戦であった。 

 

映画「ミッドウェー」は米国から見た逆転劇であった 

ので、“あれっ？“と思って調べてみたら、昔聞いてい 

た話とは違っていたこと、また知らなかったことなど 

色々な発見があって、面白かったので、今回のネタと 

しました。 
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幹事報告                  岡田 雅君 

・事務局からお知らせしましたが、10 月から例会を 

再開いたします。また 10 月 23 日、24 日に予定して 

おりました家族旅行会につきましては、コロナ禍に 

より、来年に延期とさせていただきましたので、何卒 

ご理解の程よろしくお願いいたします。 

例会出席に不安のある方は、例会をお休みください。 

今年度中は、メークアップの必要はございません。 

・佐賀・長崎（2740 地区）豪雨災害について、地区 

が取りまとめ義捐金を送金することとなり、当クラブ 

は 30,000 円を義援金として支援いたしましたので、 

ご報告いたします。 

・マイロータリーの登録状況につきまして、現在約半

数の方にご登録いただいております。 

未登録の会員の方は、お時間のある時に下記の方法を

参考にご登録をお願いいたします。 

【My Rotary】 

https://my.rotary.org/ja/ 

 

 

敬老の日を迎えられる会員様 

心からお祝いを申し上げます 

 

名誉会員  杉浦 弘 

山 田 幸 一   山 田    胖 

酒 井    優   中 村 吉 夫 

早 瀬 鎌 行    野 村 順 雄 

岩 佐 信 機      渡 邊 健 壱 

山 田   豊   遠 藤 武 夫 

平 松   勝   高 橋 勝 也 

（敬称略） 
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月 日 今後の例会予定 

9 
17 休会 

24 休会 

10 

1 
港友例会 

17F「コスモス」 

8 休会 

15 
例会変更 

WFF 10/9（土）→延期 

22 

例会変更 

家族旅行会（大阪）10/23-24→延期 

通常例会開催 

卓話「自己紹介」加藤 博之君 

16F「タワーズボールルーム」 

29 
卓話 

17F「コスモス」 

11 

5 

例会変更 

地区大会  

11/6（土）第 1 日目 

11/7（日）第 2 日目（本会議） 

12 
港友例会 

17F「コスモス」 

19 
卓話 

17Ｆ「コスモス」 

26 休会 


